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2020 年３月期 第２四半期 決算説明会 説明概要 

 

 

皆様こんにちは。代表取締役社長の許田でございます。 

 

本日はお忙しい中、決算説明会にご参加いただきまして、誠にありがとうございます。 

どうぞ最後まで、よろしくお願い申し上げます。 

 

資料_P.2_目次 

 

こちらが、本日ご説明させていただく資料の内容です。 

 

まずはじめに、第２四半期の決算概要について、次に、セグメント別の状況について、最後に、通期の業績

予想について、ご説明させていただきます。 

それでは、2020 年 3 月期 第 2 四半期の決算概要についてご説明いたします。 
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資料_P.4_業績ハイライト 

 

まずは、業績ハイライトです。 

 

売上高は、前年同期比 81.4％の 108億3,600万円、営業利益は、同 45.7％の 12億 6,400万円となりました。 

 

オンラインゲームの売上減少や、ステージ公演におけるいくつかのタイトルの売上計上が第 3 四半期にずれ

たことなどにより、減収となりました。 

また、利益面では、これらの減収によるものと前期の第 2 四半期に行いましたソフトウェア資産等の売却によ

る一時収入からの反動減があり、減益となりました。 
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資料_P.5_セグメント別概況 

 

続きましてこちらが、セグメント別の実績です。 

 

オンライン事業は、売上高が前年同期比 79.3％の 35 億 5,300 万円、セグメント利益は、同 137.2％の 5 億円

となりました。 

 

コンシューマ事業は、売上高が前年同期比 91.7％の 52 億 4,100 万円、セグメント利益は、同 43％の 8 億

7,500 万円となりました。 

 

また、音楽映像事業は、売上高が前年同期比 65.9％の 20 億 5,900 万円、セグメント利益は、同 59.1％の    

6億1,600万円という結果となりましたが、それぞれの内容につきましては、後ほど、セグメント別にご説明いた

します。 
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資料_P.6_セグメント別売上構成 

 

続きまして、こちらのグラフは、四半期ごとのセグメント別売上構成となります。 
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それでは、セグメント別の状況についてご説明させていただきます。 

 

資料_P.8_オンライン事業_2Q 進捗 

 

まずは、オンライン事業です。 

 

長期運営タイトルの売上減少や運営タイトル数の減少にともない減収となりましたが、前期に実施いたしまし

たオンライン事業の構造改革による費用面の改善効果や、不採算タイトルの整理により利益率が改善し、増

益となりました。 

 

タイトルの状況といたしましては、配信から 2 年目の「シノビマスター 閃乱カグラ NEW LINK」が堅調に推移

いたしました。 

ただ、当社主力の「剣と魔法のログレス いにしえの女神」をはじめとする長期運営タイトルは経年による売上

の減少が続きました。 

 

新作タイトルといたしましては、ログレスシリーズの最新作「ログレス物語（ストーリーズ）」を9月18日より、中国

の西山居様が開発するスマートフォン向けシューティング RPG「ガール・カフェ・ガン」を 9 月 20 日より配信開

始いたしましたが、当第 2 四半期中のサービス期間が短く、貢献は限定的となりました。 
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資料_P.9_オンライン事業_3Q 以降 

 

続いて、オンライン事業の今後の取り組みについてご説明いたします。 

 

まずは、9月より配信を開始いたしました 2つの新作タイトルのうち、「ガール・カフェ・ガン」につきましては、ま

ずは好調なスタートが切れたと考えております。本日の App Store 売上ランキングにも 30 位以内に顔を出し

ています。 

 

「ログレス物語（ストーリーズ）」につきましては、初期段階でのバランス調整や改修などを行いまして、先週末

から本格的なイベントを開始いたしました。 

 

この 2 つのタイトルを、今後、主力タイトルへと育てて行くために、イベントやキャンペーン等の開催をはじめ、

様々な施策を打ちながら、運営に注力してまいります。 

 

また、新たにノベルアプリを今冬に配信予定で、加えて、もう 1 作、新規アプリゲームの配信を予定しておりま

すが、こちらの詳細につきましては、正式な発表までお待ちください。 
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資料_P.10_コンシューマ事業_2Q 進捗 

 
続いて、コンシューマ事業の状況について、ご説明させていただきます。 

 

ポケモンガオーレが引き続き好調を維持し、新作ゲームソフト販売も堅調に推移いたしましたが、前期の第 2

四半期において実施いたしましたソフトウェア資産等の売却による一時収入からの反動減で減収減益となり

ました。 

 

タイトルの状況といたしましては、Nintendo Switch 向け「ルーンファクトリー４スペシャル」を 7 月 25 日に発売

いたしました。こちらは、2012 年にニンテンドー3DS 向けに発売した「ルーンファクトリー４」を Nintendo Switch

向けにリマスターしたタイトルとなりますが、お陰様で好調な売れ行きとなりました。 

また、Nintendo Switch 向けに完全新作アクションゲーム「DAEMON X MACHINA（デモンエクスマキナ）」を 9

月 13 日に全世界同時発売し、好評を博しております。 

 

アミューズメント事業におきましては、稼動開始から 4 年目に入った「ポケモンガオーレ」が、今なお、その人

気に衰えはなく、引き続き好調な推移となりました。 

また、当社初となります、アミューズメント施設向けリズムゲーム「WACCA」を 7 月 18 日より稼動開始いたしま

した。 
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資料_P.11 コンシューマ事業_3Q 以降 

 

続いて、コンシューマ事業の今後の取り組みについて、ご説明させていただきます。 

 

牧場物語シリーズ初となる、Nintendo Switch 向けタイトル「牧場物語 再会のミネラルタウン」を 10 月 17 日に、

「ノーモア・ヒーローズ」シリーズ最新作の「Travis Strikes Again: No More Heroes Complete Edition」の

PlayStation®4 版を同じく 10 月 17 日に発売し、 Windows PC 版を 10 月 18 日より配信開始いたしました。 

 

また、海外からのアクイジションタイトルである PlayStation®4 向け「CONTROL（コントロール）」の日本での発

売を 12 月 12 日に予定しております。 

さらに、今月からテレビアニメの放送が開始された、新規のメディアミックスプロジェクト「神田川 JET GIRLS」

のアクションレースゲームを PlayStation®4 向けに来年 1 月 16 日に発売を予定しております。 

 

アミューズメントにおきましては、新作リズムゲーム「WACCA」につきまして、今後は楽曲の追加や大型アップ

デート等、新規のユーザー獲得やインカムアップに向けた施策に取り組んでまいります。 
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資料_P.12_音楽映像事業_2Q 進捗 

 

続いて、音楽映像事業の状況についてご説明させていただきます。 

 

舞台公演につきましては、複数タイトルの公演を実施しご好評をいただきましたが、いくつかの大型タイトル

の売上計上が第 3 四半期となったこともあり、前年同期比では減収減益となりました。 

 

ステージ制作部門におきましては、「舞台『刀剣乱舞』」、「ミュージカル『テニスの王子様』」、『あんさんぶるス

ターズ！オン・ステージ』の新作公演を実施し、盛況となりました。これらは、いずれも第 3 四半期の売上計上

となります。 

また、松本零士氏の作品「スタンレーの魔女」を原作とした舞台の公演も行いました。 

 

パッケージ商品では、「舞台『K』」、「ミュージカル『薄桜鬼 志譚』」、「ミュージカル『憂国のモリアーティ』 」の

ブルーレイ・DVD を発売いたしました。 

 

また、音楽映像制作部門におきましては、3 月に公開した『映画プリキュアミラクルユニバース』のパッケージ

商品化を行いました。 
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資料_P.13_音楽映像事業_3Q 以降 

 

続いて、音楽映像事業の今後の取り組みについてご説明させていただきます。 

 

音楽映像部門におきましては、プリキュアシリーズの劇場版最新作が 10 月 19 日より公開中となっておりま

す。 

 

ステージ部門におきましては、「ミュージカル『テニスの王子様』秋の大運動会 2019」を 10 月 8 日と 9 日に開

催いたしました。 

また、「ミュージカル『青春-AOHARU-鉄道』」初のライブ公演を 10 月 30 日と 31 日に舞浜で実施し、11 月 3

日と 4 日には大阪で公演いたします。 

 

今期の完全新作といたしましては、テレビアニメ化もされた人気漫画「血界戦線」を舞台化した「舞台『血界戦

線』」を 11 月に、人気ゲーム「ペルソナ５」を舞台化した『PERSONA5 the Stage』を 12 月に予定しております。 

さらに、シリーズ作品では、舞台『刀剣乱舞』の新作を 11 月から 1 月まで、「ミュージカル『テニスの王子様』」

と「あんさんぶるスターズ！」の新作を 12 月から 2 月まで公演を予定しております。 

 

以上が、各セグメントの概況となります。 
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資料_P.14_2020 年 3 月期_業績予想 

 

最後に、今期の業績予想についてお話しいたします。 

 

第 2 四半期までの進捗率は低めとなっておりますが、上期はおおむね計画通りに進んでいて、今期は当初

から下期偏重型の計画となっております。 

下期におきましては、計画達成のために最重要ポイントとなりますオンラインゲームの新作 2 タイトルに最大

限注力してまいります。 

 

これらの収益貢献を見込みまして、通期業績予想は当初の発表から変更なく、売上高 260 億円、営業利益・

経常利益 38 億円、当期純利益 26 億円を目指してまいります。 

 

以上をもちまして、決算説明を終了させていただきます。 

最後までご清聴いただきまして、誠にありがとうございました。 

 

以上 

 

※質疑応答での質問はなし 


